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２０２６年度 商学研究科修士課程入試問題 

分野別試験 商業学 

以下のすべての問いに解答しなさい｡答案は、別紙の解答用紙（1 人 1 枚。裏面使用可）に記入しなさい｡ 

ただし、それぞれの問いの答案の冒頭には､問番号（問 1～問 16）を必ず明示しなさい｡ 

設問 A 次の文章を読んで、問 1～問 4 に答えなさい。 

ホランダー（S.C.Hollander）が命名した (あ) 仮説は、小売 (い) が、 (う) と (え) を繰り返

しながら変革すると主張した仮説である。 

問 1 空欄(あ)に当てはまる語句を、日本語（漢字）で書きなさい。 

問 2 空欄(い)に当てはまる語句を、日本語（漢字）と英語で書きなさい。 

問 3 空欄(う)と(え)に当てはまる一組の語句を、日本語（漢字）で書きなさい。 

問 4 小売 (い) の変革に関する上の仮説以外の仮説を 1 つ挙げ、誰のどんな説か日本語で記述しなさい。 

設問 B 次の文章を読んで、問 5～問 7 に答えなさい。 

   ヒギンズ（E.T.Higgins）の (お) 理論に基づくと、消費者の行動制御は (か) と (き) から成る焦

点状態の影響を受けて決定する。それゆえ、同じ製品に関する広告であっても、効果的なメッセージが異なる。 

問 5 空欄(お)に当てはまる語句を、日本語（漢字）と英語で書きなさい。 

問 6 空欄(か)と(き)に当てはまる一組の語句を、日本語（漢字）と英語で書きなさい。 

問 7 (か)と(き)の水準の各々が高い時に効果的な、日焼け止めの広告メッセージを、日本語で記述しなさい。 

設問 C 次の文章を読んで、問 8～問 12 に答えなさい。 

(く) 理論を援用した (け) マーケティング研究領域のある指摘によると、環境配慮型製品に対する個

人的価値を意味する (こ) を形成していない消費者であっても、社会的価値を意味する (さ) が高水準で

あった場合には、環境配慮型製品に対する高い (し) を示すことがある。 

問 8 空欄(く)に当てはまる語句を、日本語（漢字）と英語で書きなさい。 

問 9 空欄(け)に当てはまる語句を、日本語（カタカナ）で書きなさい。 

問 10 空欄(こ)に当てはまる語句を、日本語（漢字）と英語で書きなさい。 

問 11 空欄(さ)に当てはまる語句を、日本語（漢字）と英語で書きなさい。 

問 12 空欄(し)に当てはまる語句を、日本語（漢字）と英語で書きなさい。 

設問 D 次の文章を読んで、問 13～問 16 に答えなさい。 

The estimation results of a multiple regression analysis indicated that X1 (advertising expenditure) has 
a positive effect on Y (purchase intention) (b1=0.62, p<0.01) and X2 (product price) has a negative effect (b2= 
-0.24, p=0.04), while X3 (product quality) did not show a significant effect (b3=0.11, p=0.37). The model
explained 55% of the variance in purchase intention (R2＝0.55). Thus, the firm should…

問 13 上の文章を、和文論文に使用するべき適切な表現を用いて、和訳しなさい。 

問 14 この文章の内容を漏れなく示した、和文論文に掲載するべき適切なパス図を、細密に描画しなさい。 

問 15 上の文章の続きを、英文論文に使用するべき適切な表現を用いて、英文で記述しなさい。 

問 16 問 15 の英文を、和文論文に使用するべき適切な表現を用いて、和訳しなさい。 

以上 
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設問 1 以下の文章を読んで各問にすべて答えなさい。 

We introduced John R. Commons’ notion that transactions are the smallest unit of analysis in the transfer 
of property rights. We also discussed Ronald Coase’s interest in knowing why business firms exist if markets 
are so efficient in allocating resources, and offered that firms come into existence when the cost of securing 
the resources necessary to produce a desired output is less than the cost of securing those resources on the 
open market. Beginning in the mid-1970s, Oliver E. Williamson extended Coase’s thinking and coined the 
phrase “a) new institutional economics” to refer to the study of imperfections in markets that require a 
consideration of nonmarket factors. These imperfections include laws, cultural constraints, and political 
systems under which firms must operate, as well as considerations such as “b) bounded rationality” (Herbert 
A. Simon’s label for Barnard’s limits to “the power of choice”) and the need for monitoring mechanisms to
thwart self-serving “opportunism” – the “effort to realize individual gains through a lack of candor or honesty
in transactions”. c) Williamson’s opportunism paralleled Barnard’s “theory of opportunism”, which Williamson
described as “self-interest seeking with guile”, as “even among the less opportunistic, most have their price”.
d) As viewed by Coase and Williamson, what Alfred D. Chandler branded the “visible hand” of management
is typically more efficient in allocating resources than Adam Smith’s “invisible hand” of the market because,
as a basic factor of production, the authority exercised by an entrepreneur-manager can provide a competitive
advantage. In situations where this may not be true, firms may instead elect to compete in the open market.

(Wren, D. / Bedeian, A.G., The Evolution of Management Thought, 9th Edition, Hoboken, NJ: Wiley, 2024, p. 
361 を一部改変)

問1 下線部 a)を構成する理論の名前を一つ書きなさい。 
問2 下線部 b)を日本語で書いた上で、その内容を説明しなさい。 
問3 下線部 c)について、バーナードの組織論(organization theory of Barnard)における「道徳性(morality)」

の議論と関連させながら、その内容を説明しなさい。

問4 下線部 d)について、“visible hand”と“invisible hand”の意味することを明確にしながら説明しなさい。 

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。 



設問 2 以下の文章を読んで各問にすべて答えなさい。 

a) Business and society have been pitted against each other for too long. That is in part because economists
have legitimized the idea that to provide societal benefits, companies must temper their economic success. 
In neoclassical thinking, a requirement for social improvement – such as safety or hiring the disabled – 
imposes a constraint on the corporation. Adding a constraint to a firm that is already maximizing profits, 
says the theory, will inevitably raise costs and reduce those profits. 

A related concept, with the same conclusion, is the notion of externalities. Externalities arise when firms 
create social costs that they do not have to bear, such as pollution. Thus, society must impose taxes, 
regulations and penalties so that firms “internalize” these externalities – a belief influencing many 
government policy decisions. 

This perspective has also shaped the strategies of firms themselves, which have largely excluded social 
and environmental considerations from their economic thinking. Firms have taken the broader context in 
which they do business as a given and resisted regulatory standards as invariably contrary to their interests. 
Solving social problems has been ceded to government and to NGOs. b) Corporate responsibility programs – 
a reaction to external pressure – have emerged largely to improve firms’ reputations and are treated as a 
necessary expense. Anything more is seen by many as an irresponsible use of shareholder’s money. 
Governments, for their part, have often regulated in a way that makes shared value more difficult to achieve. 
Implicitly, each side has assumed that the other is an obstacle to pursuing its goals and acted accordingly. 

The concept of shared value, in contrast, recognizes that societal needs, not just conventional economic 
needs, define markets. It also recognizes that social harms or weaknesses frequently create internal costs for 
firms -such as wasted energy or raw materials, costly accidents, and the need for remedial training to 
compensate for inadequacies in education. And addressing societal harms and constraints does not 
necessarily raise costs for firms, because they can innovate through using new technologies, operating methos, 
and management approaches – and as a result, increase their productivity and expand their markets. 

c) Shared value, then, is not about personal values. Nor is it about “sharing” the value already created by
firms – a redistribution approach. Instead, it is about expanding the total pool of economic and social value. 

(Porter, M. E. / Kramer, M. R., The Big Idea: Creating Shared Value, Rethinking Capitalism, Harvard 
Business Review, January–February 2011, p.4-5. を一部改変)

問1 下線部 a)について、なぜそう言えるのか。“externality”という概念に触れながら、本文に即して説明しな

さい。

問2 下線部 b)はどういうことか。「企業の社会的責任(corporate social responsibility: CSR)」という言葉を用

いて、本文に即して説明しなさい。

問3 下線部 c)が意味することについて、“a redistribution approach”の例として「フェアトレード(fair trade)」
もしくは任意の事例(any example)を使って、本文に即して説明しなさい。 

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。 
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以下の設問１～設問４から二つを選択して答えなさい（例えば、設問１と設問２、設問１と設問３、など）。

なお、答案の作成に際しては設問の番号を明記し、一つの設問について１枚の答案用紙を使用すること。

専門用語については問題文中で英語で表現している場合があります。 

設問１ 会計公準（accounting postulates）および会計主体論（accounting entity）について、問 1、問 2 をす

べて答えなさい。

問１ 会計公準（accounting postulates）における economic entity assumption の日本語訳を答えなさい。

また、この内容について 5 行程度で説明しなさい。 

問２ 会計主体論（accounting entity）における proprietary theory の日本語訳を答えなさい。また、この内

容について 5 行程度で説明しなさい。 

設問２ 次の〔資料〕に基づき、Ｘ2 年度（Ｘ2 年 4 月 1 日～Ｘ3 年 3 月 31 日）の貸借対照表に計上される設

備Ａに係る資産除去債務の金額（百万円）を求めなさい（計算過程を記すこと）。なお、計算過程で端数が生じ

る場合、百万円未満をその都度切り捨てること。

〔資料〕

1．当社はＸ1年4月1日、設備Ａを取得し、使用を開始した。設備Ａの取得原価は80,000百万円であり、耐用年

数は5年である。設備Aについて、当社は残存価額0円で、定額法により減価償却を行っている。

2．当社には、設備Aを使用終了後に除去すべき法的義務がある。設備Ａを除去するときの支出見積額は、Ｘ1年
4月1日現在、10,000百万円である。なお、資産除去債務は設備Aの取得時にのみ発生し、取得後の増減は見積

りの変更によるものである。

3．X3年3月31日、設備Ａを除去するときの支出見積額を12,000百万円に変更した。 
4．資産除去債務を算定する際の割引率は、設備A取得時は毎期年3％、見積り変更時は毎期年2.5％とする。 
5．1.03の3乗を1.09、1.03の5乗を1.16、1.025の3乗を1.07、1.025の5乗を1.13として計算すること。 
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設問１～設問４から二つを選択して答えなさい（例えば、設問１と設問２、設問１と設問３、など）。 

なお、答案の作成に際しては設問の番号を明記し、一つの設問について１枚の答案用紙を使用すること。

専門用語については問題文中で英語で表現している場合があります。

設問３ 以下の問１と問２のすべての問題に答えなさい。

問１ 以下の２つの問にそれぞれ５行以内で答えなさい。

（１）総合原価計算（process costing）において仕損品が存在する場合の計算で、度外視法と非度外

視法について説明しなさい。

（２）製造間接費の部門別計算で用いられる階梯式配賦法について説明しなさい。

問２ 以下の２つの問にそれぞれ５行以内で答えなさい。

（１）材料費（material cost）の計算方法のうち、月次総平均法の計算方法について説明しなさい。

（２）月次総平均法の長所と短所を１つずつ示しなさい。

設問４ 以下の問１と問２のすべての問題に答えなさい。

問１ 以下の２つの指標についてそれぞれ５行以内で説明しなさい。

（１）流動比率（current ratio）

（２）return on equity

問２ 以下の２つの問にそれぞれ５行以内で答えなさい。

（１）限界利益（marginal income）について説明しなさい。

（２）限界利益（marginal income）と break-even point の関係を説明しなさい。
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＜金融・証券論＞ ＜保険論＞ ＜交通・公共政策・産業組織論＞ 

＜計量経済学＞ ＜国際経済学＞ ＜産業史・経営史＞ ＜産業関係論＞ 

下記の問１〜問 3 の全てに答えなさい。 

問 1 ある財 (good) の市場 (market) には 50 人の消費者 (consumers) が存在する。各個人の需要関数 
(individual demand function) は 

𝑞𝑞 = 20 −
𝑝𝑝

10

で与えられる。したがって、市場全体の需要関数  (market demand function) は各個人需要の総和 
(aggregate) となる。この市場には 10 社の企業 (firms) が存在し、いずれも価格受容者 (price takers) 
である。各企業の費用関数 (cost function) は 

𝑐𝑐(𝑦𝑦) = 𝑦𝑦2 + 200 
である。以下の問題に答えよ。

(1) 競争均衡価格 (competitive equilibrium price) と取引量 (equilibrium quantity) を求めよ。

(2) 政府 (government) がこの財に 1 単位あたり 10 の従量税 (per-unit tax) を課した場合の均衡価格

(equilibrium price) と取引量を求めよ。

(3) このときに生じるデッドウェイトロス(deadweight loss, DWL)を求めよ。

(4) 政府が税の軽減措置(tax exemption)を導入し、各消費者が 2 単位まで無税で購入できるとする。この

場合の市場需要曲線(market demand curve)を図示せよ。

(5) この軽減措置により、デッドウェイトロスはどのように変化するか。説明せよ。

問 2 ある産業で企業 A が独占的に生産(monopoly production)を行っている。財の市場の需要曲線(market 
demand curve)は 

𝑄𝑄 = 100 − 𝑃𝑃 
である。ここに企業 B が参入(entry)を計画している。企業 A と企業 B の費用関数(cost functions)はそれぞ

れ

𝐶𝐶𝐴𝐴 = 90𝑞𝑞𝐴𝐴,     𝐶𝐶𝐵𝐵 = 50 + 40𝑞𝑞𝐵𝐵 + 𝑞𝑞𝐵𝐵2

（𝐶𝐶𝑖𝑖:企業iの総費用、𝑞𝑞𝑖𝑖:企業iの生産量 (𝑖𝑖 =  𝐴𝐴,𝐵𝐵)）で示されるとする。 
企業 B は企業 A の生産量を所与(given)として自己の生産量(output)を決定し、利潤(profit)が負になる場合

は参入しないものとする。

(1) 企業 A の生産量𝑞𝑞𝐴𝐴に対する企業 B の反応関数(reaction function)を求めよ。

(2) 企業 A が企業 B の参入阻止(entry deterrence)を試みるとき、どのような𝑞𝑞𝐴𝐴を選べば良いか。参入阻止

のための条件を数式で示せ。

(3) 企業 B が参入した場合、市場では企業 A を先導者(leader)とするシュタッケルベルク均衡(Stackelberg
equilibrium)が成立すると仮定する。このときの均衡生産量(equilibrium output)と利潤(profits)を求めよ。



問 3 以下の文章は、経済学者 Paul Krugman による第二次 Trump 政権の関税政策(tariff policy)に対する

論評からの抜粋である。文章を読み、その後の問題に答えなさい。

“Under Trump, the United States has taken an amazingly sharp turn toward protectionism. 
…(略)… Trump claims that foreigners will pay these tariffs, and Trump apologists are pointing 
to consumer prices, which haven’t yet shown a clear spike, as evidence that he’s right. But 
they’re looking at the wrong price measure. What you want to look at are import prices — the 
prices foreign producers are charging America, prices tracked by the Bureau of Labor Statistics. 

If Trump were right, we’d be seeing a large fall in import prices, offsetting the tariff hikes. It 
would look like this:  

What we actually see is this: 

Source: Yale Budget Lab, BLS. Import price is change in non-fuel index from year ago. 

That is, if you look at the right price measures, foreigners don’t seem to be paying any 
significant share of the Trump tariffs.” 
(出典：Paul Krugman “The Art of the Really Stupid Deal” Substack, July 25, 2025.一部改

変) 

文章中の下線部直後に示された図は、Trump 政権が主張する関税の効果を図示したものである。 
(1)アメリカの輸入需要曲線(import demand curve)と世界の輸出供給曲線(export supply curve)を用いて、

この図の結果がどのような条件のもとで成立するかを説明せよ。必要に応じて図を描きなさい。

(2) 弾力性（elasticity）を用いて、その条件を数式で表しなさい。

(3) その条件はどのような財で成立しそうだろうか。論じなさい。

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。
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